
 

入札監理小委員会における審議の結果報告 

画像分析官の教育訓練（初級・中級）の委嘱 

 

内閣官房の画像分析官の教育訓練（初級・中級）の委嘱については、公共サービス改革基

本方針（別表）において、平成２５年４月から平成２８年３月までの３年間を契約期間とし

て、民間競争入札を実施することとされている。 

これに基づき、当該民間競争入札の実施要項（案）を入札監理小委員会において審議した

ので、その結果（主な論点と対応）を以下のとおり報告する。 

 

１．従来の実施状況に関する情報の開示について 

【論点】 

○ 従来から外部委嘱により教育訓練を実施しているため、入札金額を積算する際の参

考情報として、「従来の実施に要した人員」において従来の外部委嘱による受託者側の

人員体制を開示してはどうか。 

【対応】 

○ 受託者側の人員体制（総括責任者、講師、その他のスタッフ及び再委嘱の人員）に

ついて、過去 3 年度分の実績値を開示することとした。（実施要項（案）29 ページ） 

 

２．パブリックコメントに出された主な意見と対応について 

【主な意見と対応】 

○ 「画像解析ツール等のソフトウェア」として、実施要項に記載されていないソフト

ウェアについても利用可能かとの意見があり、指定ソフトウエア以外は利用できない

ことから、その旨を明確に記載することとした。（実施要項（案）7 ページ） 
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